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新日本婦人の会中央本部

事務局員募集

政府調査、選択的別姓なし

内閣府は２月４日、男女共同参画社

会に関する世論調査を発表した。夫婦

の名字・姓については（１）意識、

（２）「旧姓使用の希望」の質問のみ。

通称として「使いたい」43．3％、「使い

たいと思わない」55．2％となった。今

国会の焦点の一つとなっている「選択

的夫婦別姓」は設問から除外。「所管

政策の範囲外」とするが、「意図的」

「誘導的」との批判を免れない。共同

通信が１月25、26日におこなった調査

では選択的夫婦別姓制度の導入に賛成

59．4％、反対32．7％だった。

米兵の性暴力終わりに

米兵による少女暴行事件への抗議と

再発防止を求める沖縄県民大会（昨年

12月）実行委員会のメンバーが６、７

日、上京し、内閣府、外務、防衛、子

ども家庭庁、各政党に要請。国会内で

の議員・市民集会では、昨年の問題発

覚以降も米兵の性暴力は続き、通報体

制も守らない政府に怒りの声が次つ

ぎ。久
く

手
で

堅
けん

幸子新婦人沖縄県本部会長

のリードで唱和し、「なかったことに

しない」と決意を固め合った。

万博遠足不参加ひろがる

４月開幕予定の大阪・関西万博に子

どもを学校単位で無料招待する事業に

ついて、交
かた

野
の

市、吹田市、熊取町、島

本町の全校、大阪市内でも不参加が広

がっている。会場となる夢
ゆめ

洲
しま

はごみ最

終処分場で、メタンガスが今も１日２

㌧発生、爆発の可能性や熱中症、交通

渋滞など安全でないと判断。カジノあ

りきの万博中止をと１日、16回目の

「あかんやろ！カジノ女性パレード」

がおこなわれた。

米大統領「ガザ所有」

トランプ米大統領が４日、ガザ地区

を「所有する」と驚くべき主張をした

ことに、パレスチナ・中東諸国、国連

やドイツ、フランス、イギリス、中国

など世界中から「国連憲章、国際法に

明白に違反」と反発と非難がまきおこ

っている。「２国家解決」という国際

合意と国際秩序を脅かすもの。批判の

態度表明すらしない日本政府の卑屈な

姿勢が浮かび上がり、日米首脳会談で

の石破首相の発言が問われる。

国会
■裏金事件参考人招致拒否 ２月４

日、衆議院予算委員会の理事会が開

かれ、参考人招致を議決された旧安

倍派会計責任者の出席拒否が報告さ

れた。国会の議決は重く、非公開も

含め改めて招致に応じるよう文書で

要請。新婦人は５日の国会行動で

「金権腐敗政治一掃を求める請願署

名」を4826人分提出した。

■保育基準と賃金の改善を 「より

よい保育を！実行委員会」は５日、

予算の大幅増額、配置基準改善の完

全実施を求め、署名提出・国会大行

動を開催。子ども政策に関わる国会

議員、子ども家庭庁に要請し、署名

は累計69万2000（うち新婦人7839）

となった。

■性暴力被害者の支援を 存続の危

機にある大阪の病院拠点型性暴力救

援センター「大阪ＳＡＣＨＩＣＯ

（サチコ）の存続と発展を願う会」

が５日、国会内で政府と懇談し、支

援センターへの予算拡大、包括的性

教育の実施などを要請した。

予
算
ク
イ
ズ

１面
から

厚労省の高額療養費引き上げ案

月額負担上限額の８万100円から

年収370～510万円は８万8200円

年収510～650万は11万3400円

年収650～770万は13万8600円

憲法第83条 国の財政を処

理する権限は、国会の議決

に基いて、これを行使しな

ければならない。

国の財政は、国民の代表で

ある国会で決めるというのが

財政民主主義のルール。その

ため「単年度主義」が原則だ

が、安倍政権で「10年支払い

軍事ローン」を解禁して軍事

費増大の道をひらいた。

低すぎる日本の農業予算

国 農業予算の推移（1980年比）

日 本 ３分の２に減（3．6兆円 → 2．3兆円）

米 国 7．5倍 28．6兆円

ＥＵ（欧州連合） 4．7倍 6．9兆円

１

暮
ら
し

答
②
③

消
費
税
は

所
得
の
低
い

人
ほ
ど
負
担
の
重
い
税
制
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

自

公
政
権
は
手
を
つ
け
な
い


法
人
所
得
は
３
年
連
続
で
過

去
最
高
更
新
な
の
に
大
企
業

に
は
減
税

自
民
党
が
企
業

・
団
体
献
金
を
受
け
取
り
な

が
ら

大
企
業
優
遇
税
制
を

進
め
て
き
た
結
果
が
こ
れ


ガ
ソ
リ
ン
補
助
金
を
昨
年
12

月

今
年
１
月
と
段
階
的
に

縮
小

物
価
全
般
に
影
響


年
金
支
給
額
は
物
価
高
に
追

い
つ
か
ず

実
質
０
・
８
％

減
に


２

食
料

答
②
③

農
家
の
所
得
・
価
格
の
保

障
な
ど
生
産
体
制
強
化
が
求

め
ら
れ
る
が

来
年
度
の
農

林
水
産
関
係
予
算
は
前
年
比

わ
ず
か
20
億
円
増

昨
年


農
業
基
本
法
を
改
定
し
食
料

自
給
率
の
向
上
を
投
げ
捨

て

﹁
輸
入
す
れ
ば
よ
い
﹂

の
姿
勢
で
主
食
の
米
の
安
定

供
給
や
価
格
安
定
に
背
を
向

け

米
の
減
産
を
誘
導
し
続

け
る

昨
秋
の
衆
院
選
挙
で

自
民

公
明

維
新
を
除
く

各
党
が
食
料
自
給
率
目
標
を

50
％
以
上
と
し

農
家
へ
の

直
接
支
払
い
制
度
創
設
で
生

産
基
盤
の
強
化
を
提
案
し
て

い
る


３

社
会
保
障

答
①
②
③

﹁
負
担
軽
減
﹂
と
い
う
が


実
際
は
全
世
代
へ
の
自
己
責

任
押
し
付
け
が
す
す
む


高
額
療
養
費
の
月
額
負
担

上
限
額
引
き
上
げ
計
画
を
強

行
す
れ
ば

治
療
を
あ
き
ら

め
ざ
る
を
得
な
い
な
ど

い

の
ち
の
選
択

に
つ
な
が

る

20
代
が
ん
患
者
は
﹁
子

ど
も
の
た
め
に
少
し
で
も
生

き
た
い
が

死
ぬ
こ
と
を
受

け
入
れ

子
ど
も
の
将
来
の

た
め
に
お
金
を
残
す
方
が
い

い
か

﹂
と

国
が
命
を
追

い
詰
め
て
い
る

反
対
の
声

が
ひ
ろ
が
り

政
府
は

修

正

を
検
討
し
て
い
る
が


大
幅
負
担
増
に
変
わ
り
は
な

い

実
施
さ
れ
れ
ば
７
９
５

万
人

国
民

人
に
１
人
が

負
担
増
と
な
る


高
す
ぎ
る
国
保
料
に
あ
え

ぐ
国
民

し
か
し
国
は
予
算

を
増
や
さ
ず
保
険
料
負
担
が

増
え
て
い
く
こ
と
に


年
11
兆
円
を
超
え
る
介
護

保
険
費
用
の
半
分
は
国
民
が

納
め
た
介
護
保
険
料

原
則

１
割
の
利
用
料
が
必
要
で


食
費
や
部
屋
代
は
全
額
自
己

負
担
︵
一
部
補
助
あ
り
︶

そ
の
う
え
利
用
料
を
原
則
２

割
に
す
る
と
計
画


４

教
育

答
③

教
員
の
時
間
外
勤
務
は


持
ち
帰
り
仕
事
を
含
め
て
月

平
均
で
﹁
約
96
時
間
﹂︵
全
教

２
０
２
３
年
調
べ
︶

約
50

年
前
の
﹁
８
時
間
﹂
と
比
べ

て
も
現
状
の
異
常
さ
が
わ
か

る

長
時
間
労
働
は
教
員
の

健
康
を
脅
か
し

な
り
て
不

足
も
加
速
さ
せ
て
い
る


現
場
が
強
く
求
め
て
い
る

の
は
教
職
員
定
数
の
拡
充
だ

が

今
年
度
予
算
で
は
﹁
少

子
化
﹂
を
口
実
に
８
７
５
７

人
も
の
削
減
が
盛
り
込
ま
れ

た

自
民
党

公
明
党
が
政

権
復
帰
で
予
算
を
編
成
し
だ

し
た
13
年
度
以
降
の
定
数
削

減
は
合
計
で
４
万
人
に
迫

る

教
育
学
研
究
者
ら
は


﹁
長
時
間
勤
務
に
歯
止
め
を

か
け
る
に
は
教
員
一
人
あ
た

り
の
持
ち
コ
マ
数
を
減
ら
す

し
か
な
い
﹂﹁
少
子
化
で
も

教
員
は
増
や
す
必
要
が
あ

る
﹂
と

段
階
的
に
教
員
を

増
や
す
試
算
を
出
し
て
い

る
５

イ
ン
フ
ラ

答
③

下
水
管
が
原
因
の
道
路
陥

没
は
年
間
約
２
６
０
０
あ

り

40
年
以
上
の
老
朽
下
水

管
で
急
増

下
水
管
整
備
は

高
度
経
済
成
長
期
に
都
市
部

か
ら
進
み
総
延
長
49
万



そ
の
う
ち
50
年
超
の
水
道
管

は
３
万

︵
21
年
度
末
︶

さ
ら
に
２
０
４
０
年
に
は
20

万

に
急
増
す
る

水
道


橋

ト
ン
ネ
ル
な
ど
イ
ン
フ

ラ
の
老
朽
化
が
加
速
度
的
に

進
む
中

専
門
職
も
財
源
も

な
い
自
治
体
任
せ
で

対
策

の
予
算
は
今
年
度
比
１
・
２

倍
の
９
３
２
７
億
円

水
道

料
金
値
上
げ
な
ど
住
民
負
担

で
は
な
く
国
の
抜
本
的
な
財

政
支
援
で
お
こ
な
う
べ
き


６

防
災

答
②

﹁
防
災
庁
﹂
設
置
に
向
け

倍
額
の
予
算
と
い
う
が

わ

ず
か
１
４
６
億
円

避
難
所

に
送
る
物
資
調
達
や
輸
送
準

備
に
27
億
円

ト
イ
レ
カ


や
キ

チ
ン
カ


民
間
ボ

ラ
ン
テ

ア
団
体
の
﹁
登
録

制
度
の
構
築
﹂
等
を
検
討


公
助
で
な
く

共
助
の
民
間

ボ
ラ
ン
テ

ア
頼
み


同
じ
く
地
震
大
国
の
イ
タ

リ
ア
は

災
害
関
連
の
国
家

予
算
は
約
３
０
０
０
億
円


国
や
州
は
テ
ン
ト
や
ト
イ

レ

キ

チ
ン

医
療
コ
ン

テ
ナ
な
ど
大
規
模
倉
庫
に
備

蓄
し

医
療
者
や
調
理
師


栄
養
士
な
ど
専
門
職
２
０
０

万
人
が
１
０
０
時
間
の
研
修

を
受
け
発
災
２
日
以
内
に
参

集

手
当
も
支
給
さ
れ
る


７

ジ

ン
ダ

答
①

性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者

の
た
め
の
ワ
ン
ス
ト

プ
支

援
セ
ン
タ

は

被
害
直
後

か
ら
緊
急
避
妊
薬
の
処
方
や

性
感
染
症
検
査

証
拠
採

取

相
談
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ

警
察
へ
の
同
行

弁
護

士
紹
介
な
ど

﹁
医
療
や
心

理
的
支
援

法
的
支
援
を
１

カ
所
で
提
供
﹂
と
し
て
い
る

が

内
閣
府
の
予
算
は
わ
ず

か
全
国
54
カ
所
で
５
億
円


し
か
も
医
療
機
関
拠
点
の
セ

ン
タ

は
全
国
で
12
カ
所
の

み

医
療
ス
タ

フ
は
補
助

の
対
象
か
ら
外
さ
れ
て
い

る
８

軍
事
費

答
③

政
府
は
軍
事
費
に
つ
い
て

﹁
５
年
間
で
43
兆
円
﹂
を
目

指
し
て
お
り

こ
の
間

膨

大
な
米
国
製
兵
器
を
ロ

ン

で
購
入

そ
の
支
払
い
が
か

さ
み

来
年
度
予
算
案
で
は

４
・
５
兆
円
と
軍
事
費
の
半

分
以
上
を
借
金
の
返
済
で
占

め
る
事
態
に

ト
ラ
ン
プ
米

大
統
領
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

ナ

ト



諸
国
の

防
衛
費
を
﹁
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
５
％

に
す
べ
き
﹂
と
主
張

さ
ら

な
る
増
額
へ
の
圧
力
が
増
す

恐
れ
が


９

武
器
取
引

答
②

防
衛
省
は
自
爆
型
ド
ロ


ン
３
１
０
機
の
導
入
を
計

画

実
証
試
験
で
は

９
機

種
の
候
補
機
の
う
ち
５
機
種

が
イ
ス
ラ
エ
ル
製

機
種
の

選
定
に
あ
た
り

防
衛
省
は

﹁
公
平
性
の
確
保
﹂
を
強
調

し
て
い
る
が

イ
ス
ラ
エ
ル

の
ガ
ザ
地
区
で
の
軍
事
作
戦

を
巡
り

ス
ペ
イ
ン
や
コ
ロ

ン
ビ
ア
な
ど
は
イ
ス
ラ
エ
ル

と
の
武
器
取
引
の
停
止
を
決

定
し
た

日
本
国
内
で
も


伊
藤
忠
商
事
が
イ
ス
ラ
エ
ル

の
軍
需
企
業
と
の
契
約
を
打

ち
切
る
な
ど

一
部
企
業
が

対
応
﹁
国
防
﹂
の
名
の
も

と
に
ジ

ノ
サ
イ
ド
に
加
担

す
る
行
為
は
許
さ
れ
な
い



